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演者は、⽇本精神神経学会専⾨医、指導医です





認知機能とは

Greenら



⼼の理論

 他者は⾃分とは違う考え⽅やものの⾒⽅をする可能性があることを理解している 
 他者の⾏動を⾒て、その考えを予測し、解釈することができる 
「今、話しかけていいかな︖」とかなどと類推しながら相⼿と話を進めることができる 
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 ⼼の理論（Theory of Mind）とは、他者の考えや気持ちを推測し、理解する能⼒ ⼼の理論（Theory of Mind）とは、他者の考えや気持ちを推測し、理解する能⼒



DSM-5で分類される神経認知障害
（NCD : Neurocognitive Disorders）

 DSM-5は、アメリカ精神医学会が作成した精神障害の診断基準
 精神医学、⼼理学、社会福祉など、多くの専⾨分野で⽤いられている
 研究や臨床の現場で広く使⽤され、特に詳細な診断基準と具体的な症状の記述に重点が置かれている
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DSM-5で神経発達症群分類される神経認知障害
 発達障害者⽀援法では、「⾃閉症、アスペルガー症候群その他の広汎性発達障害、

学習障害、注意⽋陥多動性障害その他これに類する脳機能の障害」と定義
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精神疾患における認知機能障害
 統合失調症やうつ病などの疾患で認知機能障害が存在し，⽇常⽣活機能に影響を与える
 精神症状のみを治療しても認知機能障害が持続していれば，リカバリーの達成は難しい
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認知機能改善療法(CRT : Cognitive Remediation Therapy)

治療

 国内で早くに導⼊されたCRTは NEAR。我が国で導⼊可能な技法は六つ 国内で早くに導⼊されたCRTは NEAR。我が国で導⼊可能な技法は六つ



五稜会病院で⾏っている認知機能改善療法︓CRT
 五稜会病院は、復職⽀援や⻑期⼊院者の退院⽀援を積極的に⾏っている
 認知機能が低下している統合失調症やうつ病患者さんにCRTを実施し社会復帰を援助
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まとめ

認知機能は 神経認知機能と 社会認知機能に分類される
 神経認知機能︓脳の神経回路が担う認知機能のことで、記憶や思考、判断、⾔語
などの能⼒を指します。
 社会認知機能︓他者の意図や性質を理解する⼈間としての能⼒を含む対⼈関係の
基礎となる精神活動と定義される。
社会的認知は社会的交流を円滑にするために必要であり、
⼼の理論（theory of mind︓ToM)、情緒推定課程、感情的な意思決定の３つが重要

認知機能改善療法CRTには、⼤きく6つ。国内最初に導⼊されたのはNEAR
五稜会病院では、

NEAR、FACEDUOを⽤いたソーシャルスキルトレーニングVR︓SST-VRを実践

認知リハビリテーション

 認知機能改善療法(Cognitive Remediation Therapy :CRT)とは
認知機能障害に対するリハビリテーション的な介⼊法である
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